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　別海消防団の丹羽謙司前団長が令和２
年度消防庁長官功労賞、尾形義弘第３分

団長が令和２年度消防庁長官永年勤続功労章を受章さ
れました。
　丹羽さんと尾形さんは長年にわたる消防団活動を通
じて、地域住民の生命、身体、財産を守るとともに、
防火思想の普及に努め、消防団幹部として団員の指導
育成など消防体制の強化に努めたことが認められたも
のです。

　新入学児童の交通事故防止を目的と
して、別海市街地の登校時間に合わせ、

別海ロータリークラブと大地みらい信用金庫別海支店
の合同による、街頭啓発が実施されました。
　子どもたちは、街頭啓発の参加者に見守られながら、
元気に学校へ登校しました。

　町内在住で90歳を迎える方を祝う「別海町長寿賞」
が次の方々に贈られました。
亀山　靜子さん（昭和６年３月１日・別海）
長尾　大心さん（昭和６年３月２日・上春別）
西本　末子さん（昭和６年３月10日・西春別駅前）
松木　𠮷春さん（昭和６年３月17日・別海）

※�承諾された方
のみ氏名を掲
載しています。おめでとう

　３月31日をもって根室北部消防事務
組合別海消防団を定年退団された、丹羽

謙司前団長と末松秀義前第４分団長に対し、町長から
感謝状が贈られました。
　丹羽さんは49年間、末松さんは43年間の長きにわ
たり消防団活動に尽力され、本町の消防行政の発展に
多大な貢献をされました。

長年にわたる貢献に感謝

別海ロータリークラブ
春の交通安全街頭啓発運動の実施

３/３1

４/７

消防庁長官表彰を受章

　町職員が、役場庁舎前の国道沿いで
「交通事故死ゼロを目指す日」に「スピ

ードダウン」「シートベルト着用」の旗を掲げて、ド
ライバーに安全運転を呼び掛けました。

「交通事故死ゼロを目指す日」
街頭啓発

４/９

３/2９

内田　タカさん（昭和６年３月18日・西春別）
山下　ハナさん（昭和６年３月23日・別海）
石山　孝二さん（昭和６年３月23日・別海）
石山　　耕さん（昭和６年３月28日・西春別）
長島　　廣さん（昭和６年３月29日・尾岱沼）
佐藤　春治さん（昭和６年３月28日・本別）
佐々木　住子さん（昭和６年３月30日・別海）
　※�新型コロナウイルス感染予防のため、当分の間、写真

撮影は取り止めています。
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　根室人権擁護委員協議会による「人権教室」が、別海中央小学校、野付
小学校、中西別小学校で行われました。

　ビデオ上映やグループワークが行われ、児童たちは人権について分かりやすく学ぶこ
とができました。

　また、子どもの人権相談窓口やSOSミニレターを紹介し、いじめなどの悩み事を１人で抱え込まないよう呼び
掛けが行われました。

2/8・12・15・３/1

　第38回尾岱沼地区少年少女下の句カル
タ大会を実施しました。

　小学生低学年・中学年・高学年、中学生以上、大人
の部に分かれて実施し、24チーム72名の参加がありま
した。
　参加者はマスクをして息苦しい中でしたが、集中して
取り組み、白熱した試合となりました。
　本年度は新型コロナウイルス感染症拡大防止対策と
して、マスク着用の義務化や消毒、検温や室内換気の
実施などの対策を行ったうえで実施しました。

　有限会社別海印刷から新入学児童への贈り物として
「べつかい帳(じがくちょう)」が教育長へ手渡されました。
　また、町内の新入学児童が安全に学校に通えるよう、

昭和54年から毎年続けられている手編みの「愛の鈴」が町商工会女性部から寄贈されました。
　さらに、第一工業株式会社から「ノート」が新入学児童へ寄贈されました。

「愛の鈴」「りょウシくん べつかい帳」
「ノート」小学校新１年生へ寄贈

道東あさひ農業協同組合が
総務省消防庁消防団協力事業所に認定

　道東あさひ農業協同組合が、令和２年
度総務省消防庁消防団協力事業所の認

定を受け、町長から表示証が伝達されました。
　消防団協力事業所表示制度は地域の消防・防災体制
の充実強化の推進を図るために制定されたもので、道
東あさひ農業協同組合が全国市町村等の中から特に顕
著な功績が認められ、消防庁長官から消防団協力事業
所として認定されました。
　道東あさひ農業協同組合には19名の消防団員が在
籍しており、各種災害時の対応に協力をいただくなど、
消防団活動に積極的な支援をいただいています。

３/３0

人権教室開催

野付小学校

㈲別海印刷 商工会女性部 第一工業㈱

中西別小学校 別海中央小学校

3/19・25・30

第38回尾岱沼地区
少年少女下の句カルタ大会

３/1４


